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運用報告書（全体版） 
第156期（決算日 2024年４月15日）第158期（決算日 2024年６月14日）第160期（決算日 2024年８月14日） 

第157期（決算日 2024年５月14日）第159期（決算日 2024年７月16日）第161期（決算日 2024年９月17日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アジアの財産３分法ファンド」は、2024年９月17日に第161期の決算を行ないましたので、第156期か
ら第161期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2007年６月29日から2028年３月14日までです。 

運 用 方 針 

主としてアジアの国や地域を投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託

受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに分散投資
を行ない、安定したインカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」円建受益証券 
｢アジアンリートマザーファンド」受益証券 

｢アジアンボンドマザーファンド」受益証券 
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期および第２計算期は収益分配を行ないません。第３計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継
続的に行なうことをめざします。ただし、基準価額水準などを勘案し、上記安定分配相当額のほか、委託者が決定す

る額を付加して分配を行なう場合があります。 

 
＜940887＞ 

アジアの財産３分法ファンド 
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アジアの財産３分法ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
132期(2022年４月14日) 11,072 30 5.7 － 43.9 47.6 1,319 

133期(2022年５月16日) 10,786 30 △2.3 － 45.1 46.9 1,328 

134期(2022年６月14日) 11,103 30 3.2 － 44.8 47.2 1,359 

135期(2022年７月14日) 11,148 30 0.7 － 45.8 46.6 1,365 

136期(2022年８月15日) 11,040 30 △0.7 － 46.8 47.3 1,328 

137期(2022年９月14日) 11,440 30 3.9 － 45.6 47.2 1,365 

138期(2022年10月14日) 10,517 30 △7.8 － 46.6 44.8 1,249 

139期(2022年11月14日) 10,403 30 △0.8 － 48.7 45.5 1,235 

140期(2022年12月14日) 10,639 30 2.6 － 47.0 46.3 1,256 

141期(2023年１月16日) 10,458 30 △1.4 － 45.8 46.7 1,232 

142期(2023年２月14日) 10,746 30 3.0 － 46.1 46.7 1,267 

143期(2023年３月14日) 10,386 30 △3.1 － 47.3 45.3 1,225 

144期(2023年４月14日) 10,671 30 3.0 － 47.9 46.0 1,262 

145期(2023年５月15日) 10,715 30 0.7 － 48.3 45.2 1,269 

146期(2023年６月14日) 10,889 30 1.9 － 47.0 45.6 1,289 

147期(2023年７月14日) 10,839 30 △0.2 － 47.3 46.7 1,272 

148期(2023年８月14日) 10,970 30 1.5 － 44.6 46.0 1,288 

149期(2023年９月14日) 10,869 30 △0.6 － 45.8 46.0 1,276 

150期(2023年10月16日) 10,695 30 △1.3 － 48.2 46.1 1,245 

151期(2023年11月14日) 10,832 30 1.6 － 46.8 45.7 1,254 

152期(2023年12月14日) 10,563 30 △2.2 － 47.1 47.0 1,191 

153期(2024年１月15日) 10,874 30 3.2 － 47.2 47.1 1,207 

154期(2024年２月14日) 10,978 30 1.2 － 48.4 46.6 1,208 

155期(2024年３月14日) 10,897 30 △0.5 － 46.9 47.4 1,169 

156期(2024年４月15日) 10,930 30 0.6 － 47.2 47.9 1,168 

157期(2024年５月14日) 11,116 30 2.0 － 46.0 48.3 1,168 

158期(2024年６月14日) 11,145 30 0.5 － 46.9 47.6 1,165 

159期(2024年７月16日) 11,483 30 3.3 － 46.3 48.1 1,186 

160期(2024年８月14日) 10,769 30 △6.0 － 48.4 46.4 1,110 

161期(2024年９月17日) 10,806 30 0.6 － 47.5 47.3 1,086 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第156期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年３月14日 10,897 － 46.9 47.4 

３月末 10,999 0.9 47.4 47.6 

(期  末)     

2024年４月15日 10,960 0.6 47.2 47.9 

第157期 

(期  首)     

2024年４月15日 10,930 － 47.2 47.9 

４月末 11,039 1.0 43.6 48.5 

(期  末)     

2024年５月14日 11,146 2.0 46.0 48.3 

第158期 

(期  首)     

2024年５月14日 11,116 － 46.0 48.3 

５月末 11,078 △0.3 46.7 48.0 

(期  末)     

2024年６月14日 11,175 0.5 46.9 47.6 

第159期 

(期  首)     

2024年６月14日 11,145 － 46.9 47.6 

６月末 11,325 1.6 45.5 47.6 

(期  末)     

2024年７月16日 11,513 3.3 46.3 48.1 

第160期 

(期  首)     

2024年７月16日 11,483 － 46.3 48.1 

７月末 11,004 △4.2 47.5 47.4 

(期  末)     

2024年８月14日 10,799 △6.0 48.4 46.4 

第161期 

(期  首)     

2024年８月14日 10,769 － 48.4 46.4 

８月末 10,974 1.9 47.2 47.4 

(期  末)     

2024年９月17日 10,836 0.6 47.5 47.3 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○運用経過 (2024年３月15日～2024年９月17日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年３月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、経済発展が期待されるアジアの国や地域の「株式」、「不動産」、「債券」に実質的に分散投資

を行ない、安定したインカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっ

ております。各資産への投資は３つの投資信託証券を通じて行なっております。当作成期間末における、各投

資信託証券の組入比率および、当作成期間中の各投資信託証券の騰落率は以下の通りとなりました。 

 

 
 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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アジアの財産３分法ファンド 

当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・インド、韓国、シンガポール、マレーシアなどの株式組入銘柄がプラスに寄与したこと。 

・リート市場において好調なデータセンター需要のテーマが拡大したこと。 

・米国における物価上昇圧力の弱まりが、世界各国・地域の債券に対する需要を下支えしたこと。 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）がタカ派（景気に対して強気）的な姿勢を後退させるなか、米国国債や

アジア諸国の現地通貨建て国債が上昇したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・中国、香港、インドネシアなどの株式組入銘柄がマイナスに影響したこと。 

・リート市場において香港の小売セクターの回復が鈍化したこと。 

・アジア諸国の通貨が円に対して概して下落したこと。 

 

 

（アジア株式市況） 

期間中のアジア株式市場は、上昇しました。 

期間の初めから2024年４月中旬にかけては、インフレの根強さから各国の中央銀行による金融緩和実施へ

の期待が後退したことなどが重しとなり、軟調に推移しました。その後７月の初めにかけては、インフレの鈍

化やＦＲＢによる年内利下げ期待などが押し上げ材料となり、大きく上昇しました。７月中旬から８月上旬に

かけては、米国のマクロ経済指標の悪化や円キャリー取引を巻き戻す動きが広がるなか投資家のセンチメン

トが悪化し、大きく下落しました。しかしその後は、景気後退懸念の緩和やＦＲＢ議長がジャクソンホール会

議で利下げが近いことをこれまでで最も明確に示唆したことなどを背景に株価が急速に回復し、上昇して期

間末を迎えました。 

国別では、政策支援の増加、国有ファンドによる支援買い、企業による自社株買いの増加などが市場を下支

えする一方、中国共産党の「三中全会」とその後の政治局会議において消費者とサービスへの支援増強が強調

されたものの政策措置は比較的限られており、全体的な信頼感が低迷したことから中国市場は軟調な推移と

なりました。他の北アジア市場、特に台湾は、主にテクノロジーセクターが株式市場を牽引し、好調となりま

した。 

インドでは総選挙でモディ首相率いる与党が予想に反して単独過半数を失ったものの、長期の構造的なシ

ナリオにはほとんど影響しませんでした。アセアンは政治情勢の改善やサプライチェーン（供給網）の移転継

続に加え、その他の各国固有の要因もあり国内株式需要が高まっており、市場は足元の数ヵ月で好調となりま

した。 

 

（アジア不動産投資信託市況） 

期間中のアジアのリート市場は、主要市場のシンガポールは上昇、香港は下落しました。 

期間の初めから2024年４月中旬にかけては、香港政府が不動産市場の過熱抑制策を撤廃したことを受けて

リートから香港のデベロッパーに乗り換える動きなどが重しとなったことや、底堅い米国のマクロ経済指標

や根強いインフレ懸念などを背景に米国の利下げ期待が後退したことが嫌気されたことから、リート市場は

軟調な推移となりました。５月中旬にかけては、中国市場のリスクセンチメントの改善や世界的な長期金利の

投資環境 
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アジアの財産３分法ファンド 

低下、中国当局が中国本土と香港の株式相互取引（ストックコネクト）制度の対象に適格リートを含めると発

表したことを受けて、中国本土投資家の関心と資金流入への期待が高まったことなどから上昇しました。 

その後７月中旬にかけては、底堅い米国経済とインフレの高止まりを背景に、市場が「金利の高止まりの長

期化」というシナリオを懸念したことなどがマイナス材料となり、リート市場は下落に転じました。期間末に

かけては、円キャリー取引の解消や景気後退懸念などを受けて調整する局面があったものの、米国のインフレ

鈍化や早期利下げ期待などを背景に投資家のセンチメントが改善したことから概ね堅調に推移し、アジアの

リート市場は上昇して期間末を迎えました。 

為替市場では、対円でシンガポールドル、香港ドルともに下落し、円ベース・リターンは押し下げられる結

果となりました。 

 

（アジア債券市況） 

期間の初めは、ＦＲＢによる金融緩和の開始が先延ばしになるのではないかという懸念を受けて、米国国債

利回りは上昇（債券価格は下落）しました。米国経済指標が事前の予想を上回るなか、ＦＲＢは2024年半ばま

でに利下げに踏み切れるのかという点を巡り疑問が浮上しました。イスラエルとイランとの間の緊張の高ま

りや、2024年５月の米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）会合でパウエルＦＲＢ議長がハト派（景気に対して

弱気）的な見解を示したことなどが相まって、資金の「安全な逃避先」とみなされている資産に対する需要が

高まったものの、その影響は短期的なものとなりました。その後は、複数のＦＲＢ高官が長期にわたり金利を

高い水準に維持するべきだとの見解を示しました。堅調な経済指標や、パウエルＦＲＢ議長のハト派的な見解

とは対照的だったタカ派的なＦＯＭＣ議事録を受けて、市場心理は変化し、最初の利下げ時期は2024年末にず

れ込みました。 

６月は、いくつかの主要経済指標が事前の予想を下回ったことを受けて、米国国債利回りが低下（債券価格

は上昇）に転じました。インフレ率に鈍化の兆しが見られたことが、米国国債の主な上昇要因となりました。

特に注目されたのは、６月のＦＯＭＣにおいて公表されたドット・プロット（ＦＯＭＣ参加者による将来の金

利予想の分布をチャート化したもの）で年内の利下げ回数見通しが３月時点の３回からわずか１回に引き下

げられたにもかかわらず、米国国債利回りの低下が継続したことでした。７月は、市場がＦＲＢによる今回の

金融政策サイクルにおける利下げ開始予想時期を大幅に前倒しするなか、米国国債が一段と上昇しました。米

国雇用統計が軟調だったことに加えて、６月の米国消費者物価指数（ＣＰＩ）が幅広い項目で物価上昇圧力の

減速を示したことなどを受けて、市場では早ければ９月にもＦＲＢが利下げを開始する可能性があるとの楽

観的な見方が広がりました。ＦＲＢが政策金利を据え置くなか、パウエルＦＲＢ議長がこのままインフレ率が

減速し続けた場合には、ＦＲＢは９月に利下げを実施する用意があることを示唆すると、米国国債利回りは

イールドカーブ（利回り曲線）全体にわたって急低下しました。 

その後は、米国労働市場のさらなる軟化を示す兆候や、ＦＲＢによるハト派的なシグナルを受けて、米国国

債利回りは一段と低下しました。７月の米国雇用統計が失望的な内容となったことから、米国経済がより急激

に減速するのではないかとの懸念が強まるなか、市場ではＦＲＢによる９月の利下げ観測が強まりました。そ

の結果、米国の政策金利サイクルを見直す動きが幅広く促されたことから、米国国債利回りは低下し、アメリ

カドルが下落しました。米国のインフレ率が緩やかな上昇にとどまったことを受けて、年内の利下げ幅はこれ

までの想定よりも大きくなるとの見方が一段と強まりました。ＦＲＢによる情報発信や、７月のＦＯＭＣ議事

録でも９月の利下げの可能性が確認されるなか、パウエルＦＲＢ議長はジャクソンホール会議において同様

の見解を示しました。 

中国では、2024年前半の景気回復は引き続き穏やかなものとなりました。実質国内総生産（ＧＤＰ）成長率

は第１四半期に前年同期比5.3％増を記録したものの、第２四半期は同4.7％増にとどまり、経済成長の勢いが

減速しました。中国のインフレ率は低水準で推移し、６月の総合ＣＰＩの上昇率は前年同月比でわずか0.2％
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にとどまりました。同月の生産者物価指数（ＰＰＩ）の上昇率は前年同月比でマイナス0.8％となり、依然と

してデフレ領域にあるものの、１年前の水準からは改善しました。一方、政策当局はマクロ経済政策の支援を

強化しました。中国政府は2021年に不動産危機が発生して以来で最も大規模な措置を講じました。中国国務院

は地方政府に対して、完成したが売れ残っている不動産を買い取り、需要と適正価格に基づいた妥当な価格の

住宅に転換するよう要請したほか、中国人民銀行（ＰＢＯＣ）が同措置を支援するために3,000億中国人民元

にのぼる再融資枠の設定を発表しました。また、ＰＢＯＣは住宅ローンの下限金利を撤廃し、大半の住宅購入

者の最低頭金比率をさらに引き下げると発表しました。金融政策に関しては、ＰＢＯＣは主要政策金利を引き

下げました。家計や企業への銀行融資を促進するために、ＰＢＯＣは大半の銀行の預金準備率（ＲＲＲ）を引

き下げました。また、住宅ローン金利の主要指標でもある５年物の最優遇貸出金利（ＬＰＲ、ローンプライム

レート）も引き下げました。 

その他のアジア諸国では、総合ＣＰＩ上昇率が比較的低水準で推移するなか、2024年上半期のＧＤＰ成長率

はまずまずな結果となりました。期間中、アジアのほとんどの中央銀行が政策金利を据え置いたものの、フィ

リピンの中央銀行は2024年８月に、域内の主要中央銀行としては中国以外で最初に、またＦＲＢに先駆けて利

下げサイクルを開始し、政策金利を0.25％引き下げました。 

このような環境のなか、アジア諸国の現地通貨建て国債の利回りは概ね低下し、アジア諸国の通貨は概ね円

に対して下落しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「株式」は主に「アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」受益証券、

「不動産」は「アジアンリートマザーファンド」受益証券、「債券」は「アジアンボンドマザーファンド」受益

証券に投資を行ないました。期間中の各資産への投資は、「株式」25％、「不動産」25％、「債券」50％を目途

としました。 

 

（アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ） 

ポートフォリオでは、配当性向と配当の安定性を精査し銘柄の見直しを行なうとともに、中長期的な配当利

回りの面で魅力が高く、かつ株価の成長が期待できると判断した銘柄の組入れを行ないました。質の高い持続

的な成長が見込まれる銘柄や、ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）が好転しつつあるとともに市場平均

と比較して魅力的な配当利回りを提供する銘柄に投資しました。 

期間中の主な投資行動としては、アセアン全体でポジションを追加し、域内で銘柄を入れ替えました。シン

ガポールでは、電気通信大手（Singtel）やデータセンターＲＥＩＴなどファンダメンタルズの改善が見られ

る銘柄の積み増しを行ないました。フィリピンでは、高い利回りと今後数年間に利益の二桁成長が見込まれる

商業銀行大手（Metrobank）のポジションを追加しました。また、中国では、自社株買いや配当利回りが非常

に魅力的に見え始めたインターネット関連大型株をいくつか組み入れました。 

 

（アジアンリートマザーファンド） 

主として、日本を除くアジア諸国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託を投資対象とし、中長

期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないました。ポートフォリオでは、引き続きシンガポールのリート

への投資比率を最大とし、ついで香港、インド、韓国のリートに配分しました。 

期間中の主な投資行動としては、データセンター需要の高まりに鑑みて、アジア太平洋・欧州でデータセン

当ファンドのポートフォリオ 
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ターなどの収益性不動産を展開するシンガポールの特化型リートや、近く見込まれる米国を中心とした政策

金利引き下げの追い風を特に受けるとみられる、マリーナベイやビジネス地区でショッピングモールやオフィ

ス用不動産・会議場などを展開するシンガポールの分散型リートなどの新規ポジションを構築しました。 

 

（アジアンボンドマザーファンド） 

期間の初めは、ＦＲＢの利下げ予想の修正やアメリカドル高の持続がアジア諸国の中央銀行にとって難題

となるなか、予想されている利下げ織り込みがリスクにさらされるのではないかとの懸念から、特にインドネ

シアとフィリピンを中心に全体的にデュレーション（金利感応度）リスクを縮小しました。その後は、中央銀

行からのハト派的なシグナルが政策転換の可能性を示唆したことを受けて、フィリピン国債を選好し、デュ

レーションリスクを拡大しました。期間末にかけては、ＦＲＢが金融緩和サイクルを開始すれば、利回り水準

が高いフィリピン国債やインドネシア国債のような資産は引き続き魅力的であるとの見方から、インドネシ

ア国債を選好しました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第156期 第157期 第158期 第159期 第160期 第161期 

2024年３月15日～ 
2024年４月15日 

2024年４月16日～ 
2024年５月14日 

2024年５月15日～ 
2024年６月14日 

2024年６月15日～ 
2024年７月16日 

2024年７月17日～ 
2024年８月14日 

2024年８月15日～ 
2024年９月17日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.274％ 0.269％ 0.268％ 0.261％ 0.278％ 0.277％ 

 当期の収益 27  30  30  30  30  30  

 当期の収益以外 2  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 2,299  2,304  2,305  2,366  2,380  2,392   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、原則として、「株式」は「アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」受益証

券、「不動産」は「アジアンリートマザーファンド」受益証券、「債券」は「アジアンボンドマザーファンド」

受益証券に投資を行ないます。各資産への投資配分は、原則として、「株式」25％、「不動産」25％、「債券」

50％を目途とする方針です。 

 

（アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ） 

アジア市場において、中期的に最も大きなファンダメンタルズの変化は、金利政策です。ＦＲＢが示唆して

いる通り、労働市場の多くのデータが軟調に推移し、インフレ指標が抑制されているなか、今後数ヵ月の間に

初回の利下げが実施されるとみており、これはアジアに大きな影響をもたらします。アジアの各中央銀行は金

利引き下げの余地が高まるだけでなく、アメリカドル安が見込まれることもアジア地域にとって大きな追い

風になるとみています。特に、インドやインドネシア、フィリピンなどの資本輸入国が大きな恩恵を受けると

みられます。また、日本や中国、韓国など世界の国々でキャリー取引が巻き戻されることによって、バリュ

エーション（価値評価）が割高な先進国の一部から資金が本国回帰することに伴ない、世界のリスク価格が調

整する可能性があると考えています。 

中国では、外部環境がリターンのより強力なドライバーになるとの見方を維持しています。国内では資金フ

ローがより良好であり、米国の利下げに伴ない金融政策はますます支援的になるとみています。また、不動産

市場の低迷による景気の落ち込みを立て直すために、消費関連政策が強化されると予想しています。しかし、

現在の政権が経済支援に対して断片的なアプローチを好んできたことを踏まえると、これらの消費政策の有

効性は依然として疑問です。中国については、消費や住宅分野をより強力に支援する大幅な政策転換が見られ

ないなか、選別的な姿勢を維持しています。 

韓国やインド、アセアンについては引き続きよりポジティブな見方をしています。韓国では、政府が「バ

リューアップ」プログラムを進展させており、資本効率に優れず過小評価されたバランスシートを持つ企業の

株主の見通しが上向いています。上場企業を対象としたプログラムに参加する株主や企業に対して見込まれ

る税制優遇策は、株主のリターンの向上につながる可能性があります。また、当ファンドでは韓国の医薬品受

託製造や世界のＡＩ（人工知能）サプライチェーンの分野における革新的な企業に引き続き魅力的な投資機会

を見出しており、こうした企業はファンダメンタルズの力強いポジティブな変化と持続可能な高リターンを

もたらしています。 

インドでは、引き続き民間設備投資の先行指標が上昇しており、これが同国の次の構造的成長の波を牽引す

るとみられます。当ファンドでは、国内のインフラおよび消費の改善が追い風となる企業に加えてオンライ

ン・プラットフォームの運営企業を選好しています。アセアン地域では、マレーシアが際立っています。政治

の安定性やトップダウンによる優れた政策策定を兼ね備えており、戦略的な立地に安価で教育水準の高い労

働力を有する優位性があります。こうしたなか、同国のジョホール州はデータセンターのハブへと成長し、ペ

ナンは半導体のハブとして発展しつつあり、海外からの直接投資（ＦＤＩ）は過去７年間の合計額を上回って

います。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（アジアンリートマザーファンド） 

先進国が利上げサイクルのピークと景気減速の舵取りを続けるなかで、アジア市場は、構造的な成長と金融
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引き締めサイクルが欧米に先行して終盤を迎えつつあることを背景に際立っていると考えています。また、急

増する中産階級と高い貯蓄率を背景に、消費も構造的に成長すると期待されます。アジア圏内では、持続的な

市場の信認回復には大規模な財政刺激策と改革を要するとみられる中国から、インドの持続的な成長力に投

資家の注目が移っています。金利ボラティリティ（変動性）や、マクロ経済および地政学的な不確実性が高ま

るなかで、強いファンダメンタルズと魅力的なリスク・リターンを備えるアジアのリートは、相対的に高い配

当利回りと収益成長効果を下支えに今後数年間、高い評価を得られると見込んでいます。 

産業施設、小売、ホテル＆リゾートの各リート・サブセクターのファンダメンタルズは、アジアのほとんど

の地域で底堅く推移しています。物件供給が限られていることに加えて、ｅコマースによる構造的な需要の高

まりが引き続き物流施設の賃料上昇を後押ししているほか、観光客の戻りが小売やホテル＆リゾートの売上

増加と賃料上昇を下支えしています。一方、オフィス用不動産については、先行き不透明な経済環境のなかで

企業のオフィス需要に慎重姿勢が見られることから、見通しは依然として不透明であると考えています。香港

では、香港ドル高などを背景とした観光客の減少や深センへの売上流出を主因に小売売上高の伸びがマイナ

スに転じ、小売用不動産のテナント賃料の回復が遅れています。 

上記のような見通しの下、当ファンドにおいては、安定的かつ成長性の高いインカム収入と、ファンダメン

タルズやバリュエーションに着目した銘柄選択を中心に、利回り水準や流動性に配慮しつつ投資を進め、中長

期的な信託財産の成長をめざして運用を続けていきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（アジアンボンドマザーファンド） 

ジャクソンホール会議におけるパウエルＦＲＢ議長の発言は、ＦＲＢが早ければ2024年９月にも利下げを

開始する用意があることを示唆しています。パウエルＦＲＢ議長は、ＦＲＢの関心がインフレ懸念から労働市

場の潜在的な下振れリスクに移ったことを強調しました。金融政策の緩和が予想されていることは、引き続き

市場の原動力になるとみられます。そのため、米国国債利回りのさらなる低下を招く可能性があることから、

当ファンドによるデュレーションの拡大に対する支援材料になるとみています。 

ＦＲＢが利下げを開始すれば、アジアの中央銀行にも政策金利を正常化する道が開かれます。世界的な金融

緩和期待に後押しされたこの良好な債券市場環境において、当ファンドでは利回り水準が高く投資家にとっ

て引き続き魅力的なインドネシアやフィリピンなどの国債を選好しています。さらに、韓国の中央銀行が間も

なく利下げサイクルを開始すると予想していることから、韓国の国債に対しても強気な見方をしています。 

当ファンドでは、アジア通貨についても全般的に前向きな見方をしています。ＦＲＢが徐々に政策金利を引

き下げていくなか、アメリカドルは幅広い通貨に対して再び下落する可能性があることから、アジア通貨のア

メリカドルに対する見通しは明るいものとなっています。アジア地域への投資配分が増えれば、アジア通貨へ

の需要は一段と高まるとみています。アジア域内では、内需の強い国の通貨を選好しており、具体的には北ア

ジア諸国の通貨よりも南アジア諸国の通貨を選好しています。北アジア諸国は、輸出依存度が比較的高く、米

国による潜在的な制裁の影響を受けやすいことから、消費と内需が低迷しています。対照的に、マレーシアや

シンガポール、タイ、およびインドネシアなどの南アジア諸国では、堅調な内需に牽引された底堅い経済成長

によって、引き続き通貨高が下支えされると予想しています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年３月15日～2024年９月17日) 

項 目 
第156期～第161期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 74  0.671  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 30)  (0.271)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 41)  (0.366)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.034)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.026   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  3)  (0.026)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.009   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.009)   

（d） そ の 他 費 用 25   0.226   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 18)  (0.164)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  5)  (0.049)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.011)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 103   0.932    

作成期間の平均基準価額は、11,069円です。  
 

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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アジアの財産３分法ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.95％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○売買及び取引の状況 (2024年３月15日～2024年９月17日) 

 

 

銘 柄 
第156期～第161期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ － － 18,092 26,936  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第156期～第161期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アジアンリートマザーファンド － － 6,245 19,106 

アジアンボンドマザーファンド － － 22,772 42,497 
 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月15日～2024年９月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年３月15日～2024年９月17日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年３月15日～2024年９月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アジアの財産３分法ファンド 

○組入資産の明細 (2024年９月17日現在) 

 

銘 柄 
第155期末 第161期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ 201,928 183,835 240,714 22.1 

合 計 201,928 183,835 240,714 22.1 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第155期末 第161期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アジアンリートマザーファンド 94,379 88,134 281,616 

アジアンボンドマザーファンド 310,283 287,511 533,131 
 
（注） 各親投資信託の2024年９月17日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・アジアンリートマザーファンド 1,163,639千口 ・アジアンボンドマザーファンド 287,511千口 

 

○投資信託財産の構成 (2024年９月17日現在) 

項 目 
第161期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 240,714 22.0 

アジアンリートマザーファンド 281,616 25.8 

アジアンボンドマザーファンド 533,131 48.8 

コール・ローン等、その他 36,320 3.4 

投資信託財産総額 1,091,781 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） アジアンリートマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（3,665,560千円）の投資信託財産総額（3,756,398千円）

に対する比率は97.6％です。 

（注） アジアンボンドマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（531,415千円）の投資信託財産総額（537,354千円）に対

する比率は98.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=140.77円、1香

港ドル=18.06円、1シンガポールドル=108.59円、1マレーシアリンギット=32.7503円、1タイバーツ=4.23円、1フィリピンペソ=2.5192

円、1インドネシアルピア=0.0092円、1韓国ウォン=0.1067円、1インドルピー=1.69円。 

 

  

親投資信託残高 
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アジアの財産３分法ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第156期末 第157期末 第158期末 第159期末 第160期末 第161期末 

2024年４月15日現在 2024年５月14日現在 2024年６月14日現在 2024年７月16日現在 2024年８月14日現在 2024年９月17日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,173,680,564   1,176,505,733   1,170,653,122   1,191,144,129   1,114,931,271   1,091,781,072   

 コール・ローン等 37,679,374   41,323,435   40,729,574   42,308,661   36,658,156   36,318,193   

 投資信託受益証券(評価額) 285,178,710   285,721,342   284,795,670   284,430,718   248,325,371   240,714,570   

 アジアンリートマザーファンド(評価額) 282,015,372   286,414,735   277,311,656   292,906,108   277,403,985   281,616,394   

 アジアンボンドマザーファンド(評価額) 568,807,024   561,871,834   567,816,131   571,498,547   552,543,519   533,131,682   

 未収入金 －   1,174,295   －   －   －   －   

 未収利息 84   92   91   95   240   233   

(B) 負債 4,875,780   7,945,682   4,722,676   5,077,297   4,768,316   4,927,680   

 未払収益分配金 3,208,185   3,153,822   3,138,423   3,098,620   3,092,577   3,017,370   

 未払解約金 214,217   3,399,442   246   247,913   29,999   －   

 未払信託報酬 1,350,245   1,202,005   1,298,458   1,346,704   1,176,352   1,342,342   

 その他未払費用 103,133   190,413   285,549   384,060   469,388   567,968   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,168,804,784   1,168,560,051   1,165,930,446   1,186,066,832   1,110,162,955   1,086,853,392   

 元本 1,069,395,152   1,051,274,138   1,046,141,141   1,032,873,568   1,030,859,127   1,005,790,157   

 次期繰越損益金 99,409,632   117,285,913   119,789,305   153,193,264   79,303,828   81,063,235   

(D) 受益権総口数 1,069,395,152口 1,051,274,138口 1,046,141,141口 1,032,873,568口 1,030,859,127口 1,005,790,157口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,930円 11,116円 11,145円 11,483円 10,769円 10,806円 
 

（注） 当ファンドの第156期首元本額は1,073,689,952円、第156～161期中追加設定元本額は13,515,640円、第156～161期中一部解約元本額は

81,415,435円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第156期1.0930円、第157期1.1116円、第158期1.1145円、第159期1.1483円、第160期1.0769円、第161期1.0806

円です。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○損益の状況 

項 目 
第156期 第157期 第158期 第159期 第160期 第161期 

2024年３月15日～ 
2024年４月15日 

2024年４月16日～ 
2024年５月14日 

2024年５月15日～ 
2024年６月14日 

2024年６月15日～ 
2024年７月16日 

2024年７月17日～ 
2024年８月14日 

2024年８月15日～ 
2024年９月17日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,406,184   1,395,716   1,332,675   1,306,870   1,291,336   1,294,756   

 受取配当金 1,404,014   1,393,413   1,330,199   1,304,205   1,286,844   1,286,850   

 受取利息 2,175   2,303   2,476   2,665   4,492   7,906   

 支払利息 △          5   －   －   －   －   －   

(B) 有価証券売買損益 6,729,379   22,546,922   6,254,742   38,072,945   △ 70,417,392   6,762,027   

 売買益 6,810,292   22,682,615   11,882,976   38,284,195   143,742   17,198,896   

 売買損 △     80,913   △    135,693   △  5,628,234   △    211,250   △ 70,561,134   △ 10,436,869   

(C) 信託報酬等 △  1,453,378   △  1,293,815   △  1,397,626   △  1,449,566   △  1,266,198   △  1,444,865   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,682,185   22,648,823   6,189,791   37,930,249   △ 70,392,254   6,611,918   

(E) 前期繰越損益金 89,971,287   91,800,041   110,598,864   112,019,358   146,252,370   70,960,228   

(F) 追加信託差損益金 5,964,345   5,990,871   6,139,073   6,342,277   6,536,289   6,508,459   

 (配当等相当額) (  100,330,842)  (   98,827,727)  (   98,570,451)  (   97,619,328)  (   97,758,513)  (   95,617,782)  

 (売買損益相当額) (△ 94,366,497)  (△ 92,836,856)  (△ 92,431,378)  (△ 91,277,051)  (△ 91,222,224)  (△ 89,109,323)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 102,617,817   120,439,735   122,927,728   156,291,884   82,396,405   84,080,605   

(H) 収益分配金 △  3,208,185   △  3,153,822   △  3,138,423   △  3,098,620   △  3,092,577   △  3,017,370   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 99,409,632   117,285,913   119,789,305   153,193,264   79,303,828   81,063,235   

 追加信託差損益金 5,964,345   5,990,871   6,139,073   6,342,277   6,536,289   6,508,459   

 (配当等相当額) (  100,335,621)  (   98,829,294)  (   98,572,787)  (   97,622,402)  (   97,763,576)  (   95,621,258)  

 (売買損益相当額) (△ 94,371,276)  (△ 92,838,423)  (△ 92,433,714)  (△ 91,280,125)  (△ 91,227,287)  (△ 89,112,799)  

 分配準備積立金 145,589,303   143,472,982   142,625,880   146,850,987   147,672,708   144,970,529   

 繰越損益金 △ 52,144,016   △ 32,177,940   △ 28,975,648   －   △ 74,905,169   △ 70,415,753   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2024年３月15日～2024年９月17日

の期間に当ファンドが負担した費用は1,554,319円です。 

（注） 分配金の計算過程（2024年３月15日～2024年９月17日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年３月15日～ 
2024年４月15日 

2024年４月16日～ 
2024年５月14日 

2024年５月15日～ 
2024年６月14日 

2024年６月15日～ 
2024年７月16日 

2024年７月17日～ 
2024年８月14日 

2024年８月15日～ 
2024年９月17日 

a. 配当等収益(経費控除後) 2,945,516円 3,635,216円 3,194,782円 4,043,926円 4,512,915円 4,061,597円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 5,338,341円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 100,335,621円 98,829,294円 98,572,787円 97,622,402円 97,763,576円 95,621,258円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 145,851,972円 142,991,588円 142,569,521円 140,567,340円 146,252,370円 143,926,302円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 249,133,109円 245,456,098円 244,337,090円 247,572,009円 248,528,861円 243,609,157円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,329円 2,334円 2,335円 2,396円 2,410円 2,422円 

g. 分配金 3,208,185円 3,153,822円 3,138,423円 3,098,620円 3,092,577円 3,017,370円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○分配金のお知らせ  

 第156期 第157期 第158期 第159期 第160期 第161期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年３月15日から2024年９月17日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



01_外投_9pt_692266.indd   14 2017/10/27   10:40:2801_外投_9pt_716528.indd   15 2018/04/25   15:21:3801_外投_9pt_740639.indd   15 2018/10/30   17:22:3901_外投_9pt_765322.indd   16 2019/04/25   10:41:4201_外投_9pt_814240.indd   17 2020/04/27   10:58:0401_外投_9pt_834575.indd   17 2020/10/23   15:50:5301_外投_9pt_859647.indd   17 2021/04/21   13:05:0801_外投_9pt_883940.indd   17 2021/10/25   14:48:0901_外投_9pt_909507.indd   17 2022/04/20   18:34:0601_外投_9pt_933436.indd   17 2022/10/26   15:17:2801_外投_9pt_958737.indd   17 2023/04/24   14:20:4601_外投_9pt_981895.indd   17 2023/10/25   10:32:45添付ファンド_9pt_1006555.indd   17 2024/04/22   13:06:20

－ 17 －

01_外投_9pt_1030500.indd   1701_外投_9pt_1030500.indd   17 2024/10/28   11:01:582024/10/28   11:01:58



01_90002_アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ_1033464.indd   1 2024/10/15   11:26:02

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ

－ 18 －

01_外投_9pt_1030500.indd   1801_外投_9pt_1030500.indd   18 2024/10/28   11:02:002024/10/28   11:02:00



01_90002_アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ_1033464.indd   2 2024/10/15   11:26:04

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ

－ 19 －

01_外投_9pt_1030500.indd   1901_外投_9pt_1030500.indd   19 2024/10/28   11:02:002024/10/28   11:02:00



 

01_90002_アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ_1033464.indd   3 2024/10/15   11:26:04

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ

－ 20 －

01_外投_9pt_1030500.indd   2001_外投_9pt_1030500.indd   20 2024/10/28   11:02:002024/10/28   11:02:00



 

 

 

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ

－ 21 －

01_外投_9pt_1030500.indd   2101_外投_9pt_1030500.indd   21 2024/10/28   11:02:012024/10/28   11:02:01



 

 

 

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ

－ 22 －

01_外投_9pt_1030500.indd   2201_外投_9pt_1030500.indd   22 2024/10/28   11:02:012024/10/28   11:02:01



－ 23 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   2302_添付ファンド_9pt_1030500.indd   23 2024/10/28   11:04:212024/10/28   11:04:21



－ 24 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   2402_添付ファンド_9pt_1030500.indd   24 2024/10/28   11:04:222024/10/28   11:04:22



－ 25 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   2502_添付ファンド_9pt_1030500.indd   25 2024/10/28   11:04:222024/10/28   11:04:22



－ 26 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   2602_添付ファンド_9pt_1030500.indd   26 2024/10/28   11:04:232024/10/28   11:04:23



－ 27 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   2702_添付ファンド_9pt_1030500.indd   27 2024/10/28   11:04:232024/10/28   11:04:23



－ 28 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   2802_添付ファンド_9pt_1030500.indd   28 2024/10/28   11:04:232024/10/28   11:04:23



－ 29 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   2902_添付ファンド_9pt_1030500.indd   29 2024/10/28   11:04:232024/10/28   11:04:23



－ 30 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3002_添付ファンド_9pt_1030500.indd   30 2024/10/28   11:04:232024/10/28   11:04:23



－ 31 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3102_添付ファンド_9pt_1030500.indd   31 2024/10/28   11:04:242024/10/28   11:04:24



－ 32 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3202_添付ファンド_9pt_1030500.indd   32 2024/10/28   11:04:242024/10/28   11:04:24



－ 33 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3302_添付ファンド_9pt_1030500.indd   33 2024/10/28   11:04:242024/10/28   11:04:24



－ 34 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3402_添付ファンド_9pt_1030500.indd   34 2024/10/28   11:04:242024/10/28   11:04:24



－ 35 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3502_添付ファンド_9pt_1030500.indd   35 2024/10/28   11:04:252024/10/28   11:04:25



－ 36 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3602_添付ファンド_9pt_1030500.indd   36 2024/10/28   11:04:252024/10/28   11:04:25



－ 37 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3702_添付ファンド_9pt_1030500.indd   37 2024/10/28   11:04:252024/10/28   11:04:25



－ 38 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3802_添付ファンド_9pt_1030500.indd   38 2024/10/28   11:04:252024/10/28   11:04:25



－ 39 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   3902_添付ファンド_9pt_1030500.indd   39 2024/10/28   11:04:262024/10/28   11:04:26



－ 40 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   4002_添付ファンド_9pt_1030500.indd   40 2024/10/28   11:04:262024/10/28   11:04:26



－ 41 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   4102_添付ファンド_9pt_1030500.indd   41 2024/10/28   11:04:262024/10/28   11:04:26



－ 42 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   4202_添付ファンド_9pt_1030500.indd   42 2024/10/28   11:04:262024/10/28   11:04:26



－ 43 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   4302_添付ファンド_9pt_1030500.indd   43 2024/10/28   11:04:272024/10/28   11:04:27



－ 44 －

02_添付ファンド_9pt_1030500.indd   4402_添付ファンド_9pt_1030500.indd   44 2024/10/28   11:04:272024/10/28   11:04:27


